様式３（第５関係） 
地域の河川サポート事業　協定書
 　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と奈良県（以下「乙」という。）は、次のとおり協定を締結します。
（目　的）
第１条　この協定は、甲と乙が協働して「もてなしの心溢れる魅力ある奈良県づくり」の推進のため、良好な河川空間の維持及び向上に資するための活動が円滑に実施できるよう、その内容等について定めることを目的とします。
（活動の計画）
第２条　甲が実施する活動の計画は、次のとおりとします。
	活　　動　　の　　計　　画

	プログラム名
	憩いの川づくりプログラム
	彩り花づつみプログラム

	活動内容
	草刈
	花の植栽、灌水

	活動実施期間
	令和○○年○月～令和○○年○月
	令和○○年○月～令和○○年○月

	活動区域
	場所
	○○○水系○○○ 川　　　○岸
○○○　　から　　○○○　まで
	○○○水系○○○ 川　　　○岸
○○○　　から　　○○○　まで

	
	延長・面積
	延長　　 　ｍ ／面積 　　　㎡
	延長　　 　ｍ ／面積 　　　㎡

	活動回数
	年間○回
	植栽：年間○回


（活動中の安全及び配慮）                                                  
第３条　甲は、活動を行う際には、天候に注意し、大雨洪水注意報発令時等、河川の増水時等には活動を中止する等、活動に対する安全対策について責任をもって対処するものとします。
２　甲は、活動を行うに当たっては、河川管理施設、河川占用施設、樹木等を損傷しないように注意するものとします。
（物品の管理）
第４条　甲は、乙から貸与された物品は良好に管理するものとします。 
（活動報告）
第５条　甲は、草刈り及び花の植栽・維持管理を完了したときは、原則として２週間以内に活動報告書（様式５）を乙に提出します。
２　甲は、前記以外の活動を完了したときは、年度末までに年間活動報告書（様式６）を乙に提出します。
（助成の内容）
第６条　乙は、甲の活動に対し、予算の範囲内で次のとおり助成を行います。
	憩いの川づくりプログラム
	彩り花づつみプログラム

	(1) 報償金の支給
(2) 傷害・賠償責任保険への加入
(3) サインボード（看板）の設置
	(1) 報償金の支給
(2) 傷害・賠償責任保険への加入
(3) サインボード（看板）の設置
(4) 物品等の支給（花苗、花種、軍手等）


（変更・廃止）
第７条　甲は、活動を変更し、又は廃止しようとするときは、あらかじめ乙と協議し、活動変更・廃止届（様式４）を乙に提出します。
（有効期間）
第８条　この協定の有効期間は、協定締結日が属する１箇年度とします。ただし、期間満了日までに、甲から乙に対し翌年度の活動計画書（様式７）の提出があったときは、本協定と同一条件でさらに１箇年度継続し、以後も同様とします。
（事故報告）
第９条　甲は、活動中に事故が発生したときは、速やかに乙に対し事故状況を口頭で報告するとともに、遅滞なく事故報告書（様式８）を提出します。
（協定の解除）
第10条　乙は、次に掲げる場合に該当するときは、この協定を解除することができるものとします。
(1)第７条の規定による廃止の届出があったとき。
(2)甲の活動が第１条に規定するこの事業の目的に適合しないとき。
(3)前２号に掲げる場合のほか、この事業の運営に支障を及ぼすと乙が認めるとき。
（物品の返還義務）
第11条  第８条及び前条の規定によりこの協定が終了し、又は解除したときは、甲は貸与を受けた物品（活動により消費した物品を除く。）を乙に遅滞なく返還するものとします。
（要綱等の遵守）
第12条　甲及び乙は、この事業を実施するにあたり、実施要綱その他法令の規定を遵守します。
（甲の代表者の交代）
第13条　甲を代表する者が交代したときは、その役職を引き継いだ者がその責を引き継ぐものとします。
（その他）
第14条　この協定に定めのない事項及びこの協定に関し生じた疑義は、その都度甲と乙が協議をし、決定します。
この協定の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自その１通を保有します。
令和　　年　　月　　日
　　 　　　　　　甲  ○○○○○○○○○
                     ○○○ ○○○　　　　　　　　　　　印
        　　　　 乙　奈良市登大路町３０番地
　　　 　　　　　　　奈良県知事　○○　○○　　　　　　 印
